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２年生が、自ら植えて収穫したさつまいもを １２月１２日（木 、６年生が土木体験を）

使って、おいもパーティを行いました。１２月 行いました。以前「ようこそ先輩」でお話に

１０日（火）は２年２組、１１日（水）は２年 来てくださった松澤組の松澤芙美様を始めと

３組、１３日（金）は２年１組。それぞれ植え して、松澤組や日向土木事務所、日向地区建

付けや収穫でお世話になった地域の方をご招待 設業協会の方々が来校され、いろいろな土木

し、前の時間で作ったスイートポテトを皆で味 作業の体験をさせていただきました。まず体

わうとともに、おいもクイズや花笠踊りの披露 育館で土木についてのお話を伺った後、運動

や地域の方へ感謝状 場に出て実体験を行いました。体育館前のス

贈呈などをして楽し ロープなどをセメントで作る左官体験、バッ

みました。自分たち クホーの操縦体験、高所作業車の試乗体験、

で作ったスイートポ ドローンの操縦体験など、普段できない体験

テトの味に満足そう に、子どもたちも目を輝かせていました。最

に舌鼓を打っていた 後は６年生全員で人文字を作り、ドローンで

子どもたちでした。 記念撮影をしました。

１２月１９日（木 、日向病院の薬剤師の三）

樹修一先生にお越しいただき、６年生に薬物乱

用防止のためのお話をしていただきました。全

国的にもまた県内でも最近ニュースになった事

案でもあり、子どもたちがこれから先、このよ

うな事案に巻き込まれないためにも、薬物に対

する正しい知識が必要です。三樹先生は映像資

料も作ってきて下さり、薬物とは何か、どうい ＪＲＣ委員会の子どもたちが積極的に呼び

う影響があるのかな かけた赤い羽根共

ど、とても分かりや 同募金が１３,９６

すく説明してくださ ７円集まり、町社

いました。子どもた 会福祉協議会の方

。ちも薬物の恐ろしさ にお渡ししました

をよく理解したよう ご協力ありがとう

でした。 ございました。

門川小合い言葉
知恵いっぱい
心いっぱい
汗いっぱい


